
施策名 2-1-1　学校教育の充実

施策がめざす
三原市の姿 知徳体をバランスよく身につけた子どもが育っている。

１　現状と課題

Ｄ 市内小中学校において，完全給食を導入していますが，今後も，より安全で衛生的な給食の提供及び食育の推進が必要です。

Ｅ 三原市奨学金制度，私立学校への運営費補助等により，教育の機会均等と保護者の負担軽減に取り組むことが必要です。

２　基本方針

Ａ
児童・生徒の確かな学力，豊かな心，健全な体をバランスよく育成するとともに，実践的なコミュニケーションが行える英語力の向上を図りま
す。

Ａ
全国的に児童・生徒の学力や社会性の低下が懸念される中，「基礎・基本」定着状況調査の結果，市の平均が県を上回るなど，学力の
定着が進んでいます。

Ｂ
社会・経済のグローバル化が急速に進行しており，郷土三原の伝統・文化や異文化に対する理解を深め，課題を発見して他者と協働して
解決を図る力等を身に付け，様々な場面で活躍できる人材の育成が必要です。

Ｃ
幼稚園・保育所連携型の認定こども園を大和町と久井町に開設しましたが，今後も，市民ニーズに応じた就学前教育の充実を図る必要が
あります。

Ｅ

３　達成度を測る指標

指標名 初期値
直近の
現状値

H31目標値

Ｂ 地域への愛郷心を醸成するため，地域や子どもの実態に即した特色ある教育活動を推進します。

Ｃ 教職員の指導力を向上させるため，キャリア別研修を実施します。

Ｄ 安心･安全な学校給食の提供及び学校給食を通じて食育の推進を図ります。

（１）
児童生徒の学力定着状況
（標準学力調査の結果，各学校の平均が全国平均を上回る割合）

80.6%
(H25年度)

89.3%
(H29年度)

90.0%

（２）
児童生徒の体力・運動能力状況
（体力・運動能力調査の結果，市の平均が県を上回る種目の割合）

76.0%
(H25年度)

86.1%
(H30年度)

80.0%

（５） 学校給食における地場産農産物（野菜・米・果物）の使用割合
34.0%

(H25年度)
41.0%

(H30年12月末)
60.0%

４　目標達成のための主な取組（予算事項） ５　目標達成のための取組のうち主な個別事業

（３） 中学3年生の英語検定3級以上の取得率
24.0%

(H25年度)
26.6%

(H30年12月末)
40.0%

（４）
夢や希望を持つ児童生徒の割合
自己肯定感を持つ児童生徒の割合

78.5%
73.5%

(H25年度)

80.8%
75.3%

(H30年度)

80.0%
75.0%

②
グローバル社会をたく
ましく生きる力の育成
事業

実践的なコミュニケーションが行える英語力を高め，グローバル
社会をたくましく生き抜く力を身に付けさせる。

グローバル社会をたくましく生きる力の育成

番
号

予算事項名 事業概要 個別事業名

①
教育創造プラン推進
事業

各園・各校のめざす教育内容の創造に向けた実践的な教育
研究を推進し，県内トップレベルの学力等の定着をめざす。

教育創造プラン推進事業
子どもたちの発達の支援

④ 教職員研修 キャリア別の研修を実施し，教職員の資質能力の向上を図る。

教職員研修事業費

③
わが校自慢支援事
業

地域や学校の実態に即した特色ある教育活動を推進している
学校を支援する。

わが校自慢支援

⑤ 学校給食事業
子どもたちの心身の健全な発達，食育の推進のために，安心
安全な給食を提供する。

給食食材地産地消推進事業
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Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？ 

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？ 

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？ 

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？ 

グローバル化が急速に進展する中，外国語によるコミュニケーショ

ン能力は，これまでのように一部の業種や職種だけではなく，生涯に

わたる様々な場面の中で必要とされることが想定され，その能力の向

上が求められています。 

三原市の子供たちに，外国語によるコミュニケーション能力をつけ

ていくために，外国から来られた英語の先生（ALT）を幼稚園・学校

に配置したり，英語検定受験の際の検定料の一部を市から補助金とし

て出しています。 

ALTを幼稚園や学校に配置したり，先生方の指導力を向上させるため

の研修を行ったり，英語検定受検補助金に，税金が使われています。 

ALTの先生は学校の授業だけでなく，給食を一緒に食べたり，掃除

を一緒にしたりもします。英語を使って，実際にコミュニケーションを

取ることにより，外国語によるコミュニケーション能力が育成されてい

きます。 

ALTの配置は，平成 17年の合併以前から継続して実施しています。

人数を少しずつ増やし，現在は 10名のALTがいます。また，英語検

定受験料補助や研修は，平成 25年度から実施しています。 

事業名：グローバル社会をたくましく生きる力の育成事業 

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 

2



（ ）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 グローバル社会をたくましく生きる力の育成事業 事業開始年度 平成17年度

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 山森　一徳

実施の背景

 　グローバル化が急速に進展する中，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのように一部の業種や職種だ
けではなく，生涯にわたる様々な場面の中で必要とされることが想定され，その能力の向上が求められている。
　これを受け，平成３０年度からの移行期を経て，令和２年度から小学校，令和３年度から中学校，令和４年度から高
等学校の学習指導要領が改訂され，小学校３・４年生から外国語活動が，小学校５・６年生は外国語科が導入される。

上位施策事業名 ２－１－１　学校教育の充実 担当局・部名 教育部

根拠法令等 外国語青年招致事業 担当課･係名 学校教育課・教育指導係

実施方法

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：グローバル教育推進機構）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：三原市立中学生保護者　実施主体：三原市）

□貸付（貸付先：　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容

1　ALT配置
　ALTとは，「Assiatant　Language Teacher」の略で，日本語では「外国語指導助手」と呼ばれている。基本的には幼稚
園，小学校や中学校での英語の授業において、学級担任（以下「担任」）または教科担当教員（以下「教科担当」）の補
助が役割となっている。担任や教科担当とALTがチーム・ティーチングを行いながら，英語を使ってコミュニケーション
を取る場を設定する。
（１）民間委託によるALT配置（６名）
（２）JETプログラムALT配置（４名）
　＊JETプログラムとは，総務省，外務省，文部科学省及び財団法人自治体国際化協会の協力の下，外国青年を招致して
地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流の推進を図る事業。
２　英語教員研修
　中学校英語教員研修　8月　大学准教授招聘
３　英語検定受験料補助
　中学３年生の保護者に対して１回を限度として
　[補助額/H31検定料]　・準2級以上：2,800円/4,900円　・3級：2,800円/3,900円
　　　　　　　　　　　・4級：800円/2,600円　　　　　・5級：750円/2,000円

目　的
（何のために）

　外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと，読むこと，話す
こと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る素地や資質・能力を育成することを目指す。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

１　三原市立幼稚園・小・中学校教職員　547名
２　三原市立幼・小・中学校　園児・児童・生徒　6,593名

対象者数（全住民に対する割合）

7,140 人 7.6 ％

関連事業
（同一目的事業等）

コ
ス
ト

31年度（予算） 30年度（決算見込み） 29年度（決算） 28年度（決算）

事
業
費

事業費合計 33,108 千円

事業費内訳
（平成30年度分）

１　ALT配置
　(1)民間委託ALT/委託料　21,599千円
  (2)JETプログラムALT/報酬14,185千円，旅費760千円，文具消耗品57千円，備品100千円，保険料102千円
　                    住宅借り上げ料2,436千円，研修会負担金等331千円，赴任旅費436千円
２　英語教員研修/講師謝金14千円
３　英語検定受験料補助/受験補助663千円，教材120千円

人
件
費

担当正職員 0.6 人 3,600 千円

40,979 千円 40,803 千円 32,791 千円

3,600 千円 0.6 人 3,600 千円0.6 人 3,600 千円 0.6 人

千円 人 千円

人件費合計 0.6 人 3,600 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

3,600 千円 0.6 人 3,600 千円0.6 人 3,600 千円 0.6 人

千円 36,708 千円

財源

内訳

国県支出金
0 千円 0 千円 0

総事業費 44,579 千円 44,403 千円 36,391

千円 0 千円

国県支出金の内容

地方債 0 千円 0 千円 0 千円 0 千円

その他特財
1,218 千円 0 千円 1,218 千円 1,218 千円

その他特財の内容 住宅費負担金（ALTは家賃の半額を自己負担する）

一般財源 43,361 千円 44,403 千円 35,173 千円 35,490 千円

財源合計 44,579 千円 44,403 千円 36,391 千円 36,708 千円

事業番号① 平成31年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 グローバル社会をたくましく生きる力の育成事業 事業開始年度 平成17年度

事業番号① 平成31年度

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ30年度 Ｈ29年度 Ｈ28年度

30

ALT（民間＆JET）による小学校英語活動におけるTT
授業率（2人で授業を行う授業数の割合） ％ 90 90 90

英語検定補助申請者数（中学3年生対象） ％ 32.6 31.8

ALT（民間＆JET）による中学校英語科におけ
るTT授業回数週あたり）

回/週 1日

4,778 4,751

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

文部科学省が示す中学校卒業程度で求められる英語力は，英語検定３級程度と示されてい
るため。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ30年度 Ｈ29年度

単位当たりコスト 総事業費 ／
対象の園児・児
童・生徒数

円 6,188

Ｈ28年度

英語検定３級の取得状況 ％ 28.1 35 29.7 33 18.6 30

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

【課題】
〇英語検定補助事業
・英検の補助申請者数が伸び悩み
・英語検定補助事業の趣旨及び目的について，保護者や生徒宛に案内文を作成し
　配付しているが，それがその利点が十分理解されていない。
・検定料が値上がりしており，補助のメリットが薄くなっている。
〇ALT配置事業
・中学校ブロックで同じALTを配置できれば，小学校から中学校の接続を意識し，
　連続した英語教育活動を進めることができるが，ALTの雇用形態が2種類あるので難しい。

比較参考値
（他自治体での類
似事業の例など）

英語検定受験料補助について類似の事業を実施している市町村・・・府中市，世羅町
【世羅町】　　　　　　　　　　　　　　　　【府中市】
〇開始年　　平成27年　　　　　　　　　　　　平成29年
〇対象　　　町内在住の小中学生小１～中３　　市内在住小５～中３
〇補助金額　半額補助　　　　　　　　　　　　５級　500円，４級　1,000円，３級以上2,000円
〇補助回数　1級につき年1回　　　　　　　　　年1回

特記事項

18.1＊国の調査による英語検定3級取得状況 ％ 23.9 22

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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施策名 2-1-3　青少年の健全育成

施策がめざす
三原市の姿 青少年が三原への愛着を持ち，健全に育つ環境が整っている。

１　現状と課題

Ｄ
不登校，ひきこもり，ニート，非行等，社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・若者に対しての継続的な支援が課題となってお
り，地域の関係機関・団体による支援ネットワークの構築が必要です。

Ｅ

２　基本方針

Ａ 幼児期からの健全育成を支援していく学習・体験機会を提供するとともに，参加促進を図ります。

Ａ
豊かな人間性と連帯の精神に満ちた青少年の育成をめざし，社会活動への積極的な参加促進を図るなど，地域ぐるみで取組を推進してき
ました。

Ｂ
青少年の問題行動や青少年を巻き込んだ犯罪など様々な問題が発生しています。その背景として，家庭や地域における教育力の低下が
指摘されています。

Ｃ
地域の人間関係が希薄化している中で，青少年が健やかに育つためには，家庭・学校，さらに地域も加えた「社会全体の力」を結集し，社
会全体で青少年の育成を支えていくことが必要です。

Ｅ

３　達成度を測る指標

指標名 初期値
直近の
現状値

H31目標値

Ｂ 大人たちが積極的に活動へ参加することにより，青少年を地域全体で支えていくという意識の醸成を図ります。

Ｃ

Ｄ

（１）
青少年教育施設の利用者数
（青年の家・勤労青少年ホーム・宇根山天文台・宇根山家族旅行村の年間利用者
数の合計）

14,814人
(H25年度)

8,480人
(H29年度)

8,000人
(勤労青少年ホーム
等9,000人を除く)

（２） 適応指導教室通室生の学校復帰率
69.20%

(H25年度)
50.0%

(H29年度)
75.0%

（５）

４　目標達成のための主な取組（予算事項） ５　目標達成のための取組のうち主な個別事業

（３） 自分の住んでいる地域のことが好きな児童生徒の割合
小学校88.4%
中学校75.0%
(H26年度)

小学校90.0%
中学校80.1%
(H30年度)

小学校90.0%
中学校77.0%

（４）

②
青少年健全育成事
業

青少年の居場所づくりや，非行防止の啓発事業，新成人のつ
どい等を通し，若者の健全育成を図る。

青少年育成事業（若者居場所づくり事業）
青少年健全育成

番
号

予算事項名 事業概要 個別事業名

①
青少年教育施設管
理運営事業

青少年教育施設を適切に管理・運営する。

サギ・セミナー・センター施設管理運営事業
宇根山天文台管理運営事業
宇根山家族旅行村管理運営事業

④ 親善都市交流事業
親善都市である神奈川県湯河原町との小学生の相互交流を
実施する。

親善都市交流事業

③
少年少女海外交流
研修事業及び訪日
交流事業

市内中学校の生徒とシンガポール・バレスティアヒル中学校の生
徒との交流・研修を実施する。

少年少女海外研修・交流事業

⑤
放課後子ども教室推
進事業

児童が放課後を安心・安全に過ごせる居場所を確保する。

放課後子ども教室事業
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Q１ この仕事は，誰のために，何をするのですか？ 

Q２ この仕事に，私たちの税金がどのように使われていますか？ 

Q３ この仕事が行われることによるメリットは？ 

Q４ この仕事はいつから始まり，また，見直しなどを行いましたか？ 

豊かな体験が子どもたちを健やかに成長させることから，子どもたち

のために，自然体験などの体験活動ができる場を提供しています。 

青少年教育施設を運営するために必要な，受付や指導する人に係る経

費，電気料といった光熱水費や浄化槽･空調設備の管理費などに使って

います。 

多様な体験活動は，子どもたちが健やかに成長するために必要です。 

青少年教育施設は，集団活動や，自然体験，天体観測など，子どもた

ちが豊かな経験を積むことができる場として重要な役割を果たしていま

す。 

施設を開設したのは，サギ・セミナー・センター(H26)，久井青年の

家(H1)，宇根山天文台(H2)，宇根山家族旅行村(H8)です。 

市全体で進めている公共施設マネジメントの取組みで，今後のあり方

を検討しています。平成 31年 3月に，青年の家のうち，「さぎしま青

年の家」を廃止しました。 

事業名：青少年教育施設管理運営事業 

ワ ン ポ イ ン ト 解 説 
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（ ）

財源合計 30,272 千円 24,349 千円 31,829 千円 66,103 千円

一般財源 28,936 千円 23,068 千円 24,746 千円 31,563 千円

0 千円 5,300 千円 26,800 千円

その他特財
1,336 千円 1,281 千円 1,783 千円 1,151 千円

その他特財の内容 使用料

千円 66,103 千円

財源

内訳

国県支出金
0 千円 0 千円 0

総事業費 30,272 千円 24,349 千円 31,829

千円 6,589 千円

国県支出金の内容 中山間地域未来創造支援事業費補助金

地方債 0 千円

0.68 人 4,080 千円0.68 人 4,080 千円 0.78 人

千円 人 千円

人件費合計 0.68 人 4,080 千円

人 千円 人臨時職員等 人 千円

4,680 千円

4,680 千円 0.68 人 4,080 千円0.68 人 4,080 千円 0.78 人

コ
ス
ト

31年度（予算） 30年度（決算見込み） 29年度（決算） 28年度（決算）

事
業
費

事業費合計 62,023 千円

事業費内訳
（平成30年度分）

青年の家
　12,356千円（管理運営業務3,853，電気料3,059，浄化槽保守894 他）
宇根山天文台
　5,755千円（管理運営業務1,031，天文台指導2,160，電気料584，設備保守800 他）
宇根山家族旅行村
　2,158千円（管理運営業務1,109，電気料372，浄化槽保守219 他）

人
件
費

担当正職員 0.68 人 4,080 千円

26,192 千円 20,269 千円 27,149 千円

□直接実施

■業務委託（委託先：(公社)シルバー人材センター，サギ・セミナー・センター運営協議会，宇根山天文協会）

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容

■青年の家の管理運営（サギ・セミナー・センター，久井青年の家）
　青少年の団体宿泊研修施設として運営。サギ・セミナー・センターでは，青少
　年の団体宿泊研修に留まらず，観光や地域振興などの利用も受け付けている。
　施設管理は，地元住民で組織するサギ・セミナー・センター運営協議会へ委託。
　さぎしま青年の家は，平成31年3月末で廃止。
■宇根山天文台（平成2年9月1日開設）
　60cm反射望遠鏡やプラネタリウム設備を有し，観望会等のイベント開催。
　施設管理は(公社)シルバー人材センター，天体指導は宇根山天文協会に委託。
■宇根山家族旅行村（平成8年4月1日開設）
　デイキャンプ場 30区画，オートキャンプ場 34区画
　施設管理は(公社)シルバー人材センター

目　的
（何のために）

青少年の健全な育成を図るため，地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定により，青年の家を設置。
集団合宿体験など研修の場として施設の管理運営を行っている。
住民の教養の向上，健康の増進及び情操の純化を図り，生活文化の振興及び社会福祉に寄与することを目的に
宇根山天文台，宇根山家族旅行村を設置。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

主に，児童，生徒及び学生，青少年指導者，生涯学習に関
する活動団体　※市外も含む

対象者数（全住民に対する割合）

- 人 ％

関連事業
（同一目的事業等）

事業シート（概要説明書）

予算事業名 青少年教育施設管理運営事業 事業開始年度 平成25年度

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 沖

実施の背景
体験活動は青少年が成長する過程において重要な役割を果たしていることから，青少年の健全
育成を図るため，自然体験等の体験活動の場を設置

上位施策事業名 ２－１－３　青少年の健全育成 担当局・部名 教育部

根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律，三原市青年の家設置及び管理条例，
三原市宇根山天文台設置及び管理条例，三原市宇根山家族旅行村設置及び管理条 担当課･係名 生涯学習課

実施方法

事業番号② 平成31年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 青少年教育施設管理運営事業 事業開始年度 平成25年度

事業番号② 平成31年度

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

/ / /

事業の自己評価
(今後の事業の方
向性、課題等)

■青年の家
・少子化や活動要求の多様化により，青少年の団体研修施設としての利用需要は低下しているのではないか。
・今後は地域振興に繋がる利用者増加への方策・経営方針・所管課等の検討が必要。青少年施設の利用は低価
格のメ
　リットはあるが，事業経費に見合わず，また利用対象が限られている。
・地域振興を設置目的として運営を見直し，適正価格での運営が望ましいのではないか。

■宇根山天文台，宇根山家族旅行村
・観光資源として，利用者を増やす取組みを進める必要がある。

比較参考値
（他自治体での類
似事業の例など）

■青年の家
・国立江田島青少年交流の家（宿泊定員 400人）
・県立福山少年自然の家　　（宿泊定員 202人）
・広島市三滝少年自然の家　（宿泊定員 200人）
■宇根山天文台，宇根山家族旅行村
・岡山県）赤磐市竜天天文台，竜天天文台公園キャンプ場
・香川県）まんのう天文台，大川山キャンプ場

特記事項

2,510 2,807

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

青少年教育施設を管理運営することで，どれだけ青少年の健全育成につながっているか
を測るため，市民が感じる満足度を指標に設定。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位 Ｈ30年度 Ｈ28年度

単位当たりコスト
青年の家の維持管
理にかかる費用

／ 青年の家利用者数 円 2,711

Ｈ25年度

「地域の中で，青少年が健全に育成される環境が
整っていると感じる割合」(市民満足度調査) ％ 14.9

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

2,000

宇根山家族旅行村利用者数 人 1,648 1,400 1,491 1,400 782 1,400

宇根山天文台利用者数 人 1,566 2,000 1,648 2,000 2,090

Ｈ30年度 Ｈ29年度 Ｈ28年度

5,907 5,600

宿泊体験学習参加校数 校 1 2 2 2 4 4

青年の家利用者数 人 4,557 5,000 5,341 4,600

10.2 7.9

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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施設シート 2019年度

番号 1 名称 サギ・セミナー・センター
■ 単独館

□ 複合館

所在地 三原市鷺浦町向田野浦555番地１

根拠条例等 三原市青年の家設置及び管理条例
土
地
情
報

所有面積 14373 ㎡ 地目 宅地 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 亀田　鋼介

建設・取得 昭和60年４月建設 設計者 IS値

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 1735.08 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 鉄筋コンクリート３階建

総面積 14373 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額 千円 取得経緯 民間から譲渡

地方債残高 ■有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

補助金有無 □有　　■無 階数 3

借用元 借用金額 千円/年

改
修
等

改修時期・
内容・金額

■耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的 青少年の健全な育成を図る。

実施事業
青少年の団体宿泊研修施設及び設備の提供。
グラウンド，屋外調理設備あり。
食事提供可。

主な利用者
（複数選択可）

開館時間

管理体制

□直接管理 　■業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：三原市サギ・セミナー・センター運営協議会）

（委託内容・金額・事業者選定方法：当施設の管理及び運営　　　　　　　　　　　　　　）

■官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数：　　　　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 358 日/年 休館日 12月29日から翌年1月4日

施
設
の
概
要

名称 大会議室 名称 研修室 名称

床面積 101 ㎡ 部屋数

大広間

床面積 68 ㎡ 部屋数 床面積 140 ㎡ 部屋数 床面積 113 ㎡ 部屋数

名称 食堂･厨房 名称 浴場（大・小） 名称 小会議室

㎡ 部屋数

1 1 1

名称 和室（5人） 名称 和室（4人） 名称 洋室（2人）

床面積 81 ㎡ 部屋数 床面積 371 2 1

部屋数 床面積 30 ㎡ 部屋数床面積 51 ㎡ 部屋数 床面積 962 4

名称 洗面所 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者

ソフト

㎡ 部屋数床面積 11 ㎡ 部屋数 床面積

指定管理者

人

住民等の
自主管理

その他

ハード 0.1 人

合計

人

合計 0.1 人 0.0 人 1.0 人 0.0 人

人 人 人人 人

人 人

0.0 人 0.0 人 0.0

人 1.0 人

人

人

人

公序良俗に反する，建物等を損傷する等

9時～17時

2

1

㎡
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10,607

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 550 千円

11,500 千円 14,719 千円

千円 547 千円

国県補助金 千円 千円 0維
持
管
理
費

2019年度（予算） 2018年度（決算見込）

519 千円

その他
（　　　）

千円 千円

支出内訳（2018年度分）

需要費：　　　　　3,947千円
役務費：　　　　　　289千円
委託料：　　　　　5,833千円
その他：　　　　　　538千円
（修繕内容：　　　　）

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　　千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　　　　　　　）　　　　　千円

2017年度（決算） 2016年度（決算）

総支出 11,327 千円

922 千円 547 千円

千円

千円

使用料
・手数料

550 千円 519 千円 922

0 千円

0 千円 0 千円

一般財源 10,777 千円 10,088 千円 10,578 千円 11,491 千円

％

午前 － ％ 午後 － ％ 夜間 － ％ 合計 37.2 ％

名称 洋室2人部屋 平日 ー ％ 土日祝 －

25.7 ％

名称 和室4人部屋 平日 － ％ 土日祝 －

－ ％ 午後 － ％ 夜間 － ％ 合計

各
部
屋
別
稼
働
率

名称

％

午前 － ％ 午後 － ％ 夜間 － ％ 合計 29.2 ％

名称 和室5人部屋 平日 － ％ 土日祝 －

％

午前

自己評価・
特記事項等

土日祝 － ％

午前 － ％ 午後 － ％ 夜間

大広間(定員40人) 平日 － ％

－ ％ 合計 11.2 ％

利
用
状
況
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委託先シート 【サギ・セミナー・センター】

委託内容 委託先 事業者選定方法

管理運営業務 三原市サギ・セミナー・センター運営協議会 3,853 千円 随意契約

定期清掃 （有）モリタ美研 400 千円 見積り合わせ

浄化槽保守管理委託 （有）山本産業 894 千円 随意契約

空調設備保守管理業務 （株）サービスセンター 415 千円 見積り合わせ

電気工作物保守管理業務 田中電気管理事務所 114 千円 見積り合わせ

受水槽・高架水槽清掃業務 株式会社アポロ 56 千円 見積り合わせ

伐採・剪定業務 （公社）三原市シルバー人材センター 101 千円 随意契約

委託金額
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施設シート 2019年度

番号 2 名称 宇根山天文台
■ 単独館

□ 複合館

公序良俗に反する，建物等を損傷する等

所在地 三原市久井町吉田370番地29

根拠条例等 三原市宇根山天文台設置及び管理条例
土
地
情
報

所有面積 22418 ㎡ 地目 山林 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 池田　泰也

建設・取得 平成２年９月建設 設計者 IS値

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 390.7 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 鉄骨造２階建

総面積 22418 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額 千円 取得経緯 　

地方債残高 ■有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

補助金有無 階数 2

借用元 借用金額 千円/年

改
修
等

改修時期・
内容・金額

■耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的
住民の教養の向上，健康の増進及び情操の純化を図り，生活文化の振
興及び社会福祉に寄与する。

実施事業
デジタルプラネタリウム，60cm天体望遠鏡を使用した星の観望会，宇宙
の学校，天文工作教室，プラネタリウム番組制作講座，演奏会

主な利用者
（複数選択可）

開館時間

管理体制

□直接管理 　■業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：シルバー人材センター・宇根山天文協会　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：委託内容　管理業務・指導業務）

金額：管理　1,032千円，指導　2,160千円（H30)
選定：随意契約

■官公庁利用　■主催事業　□登録団体（団体数：　　　　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 125 日/年 休館日 月曜日から金曜日（祝日及び祝日の前日を除く）

施
設
の
概
要

名称 展示室 名称 観測室 名称

床面積 ㎡ 部屋数

床面積 100 ㎡ 部屋数 床面積 36 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 名称 名称

㎡ 部屋数

1

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者

ソフト 0.1

㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

指定管理者

人

住民等の
自主管理

その他

ハード 0.1 人

合計

人

合計 0.2 人 0.0 人 3.0 人 0.0 人

人 人 人人 人

人 人

0.0 人 0.0 人 0.0

人 1.0 人

人

人

2.0 人

1

土曜日：10時～22時　日曜日：10時～17時
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3,440

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 329 千円

4,004 千円 3,695 千円

千円 403 千円

国県補助金 0 千円 0 千円 0維
持
管
理
費

2019年度（予算） 2018年度（決算見込）

351 千円

その他
（　　　）

11 千円 11 千円

支出内訳（2018年度分）

委託料：　　2,565千円
光熱水費：　  602千円
修繕料：　　　119千円
（修繕内容：望遠鏡・トイレ）
通信費：　　154千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　　千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　　　　　　　）　　　　　千円

2017年度（決算） 2016年度（決算）

総支出 3,133 千円

368 千円 414 千円

千円

千円

使用料
・手数料

318 千円 340 千円 357

0 千円

11 千円 11 千円

一般財源 2,804 千円 3,089 千円 3,636 千円 3,281 千円

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称 平日 ％ 土日祝

名称 平日 ％ 土日祝

名称 平日 ％ 土日祝

名称

夜間 ％ 合計

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

％

％

午前 ％

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

％ 午後 ％

自己評価・
特記事項等

年度別入館者数　Ｈ２８：2,080人　Ｈ２９：1,648人　Ｈ３０：1,566人

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

平日 ％

％ 合計

15



委託先シート 【宇根山天文台】

委託内容 委託先 事業者選定方法

施設維持管理業務・草刈業務 三原市シルバー人材管理センター 1,032 千円 随意契約

清掃業務 株式会社美装社 218 千円 見積合わせ

浄化槽保守管理業務 備後衛生有限会社 116 千円 随意契約

貯水槽清掃業務 三陽環境管理株式会社 182 千円 見積合わせ

望遠鏡保守点検業務 株式会社西村製作所 585 千円 随意契約

プラネタリウム保守点検業務 有限会社天窓工房 216 千円 随意契約

機械警備業務 セコム株式会社 216 千円 見積合わせ

委託金額

16



施設シート

公序良俗に反する，建物等を損傷する等

９時～１７時

2019年度

番号 3 名称 宇根山家族旅行村
■ 単独館

□ 複合館

所在地 三原市久井町吉田385番地４

根拠条例等 三原市宇根山家族旅行村設置及び管理条例
土
地
情
報

所有面積 45,231 ㎡ 地目 山林 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 池田　泰也

建設・取得 H8年4月建設 設計者 IS値

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 759.28 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 木造平屋建等

総面積 45,231 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額 千円 取得経緯 　

地方債残高 ■有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

補助金有無 □有　　□無 階数 1

借用元 借用金額 千円/年

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的
住民の教養の向上，健康の増進，情操の純化を図り，生活文化の振興，
社会福祉の増進及び青少年の健全育成に寄与する。

実施事業 キャンプサイト・バーベキューサイトの提供

主な利用者
（複数選択可）

開館時間

管理体制

□直接管理 　■業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：シルバー人材センター　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：委託内容　管理運営業務）

金額：1,109千円
選定方法：随意契約

□官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数：　　　　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 76 日/年 休館日 12月～3月，4月～11月の平日

施
設
の
概
要

名称 管理棟 名称 廃棄物処理場 名称

床面積 47 ㎡ 部屋数

デイキャンプ場

床面積 200 ㎡ 部屋数 床面積 300 ㎡ 部屋数 床面積 200 ㎡ 部屋数

名称 トイレ 名称 シャワールーム 名称 オートキャンプ場

㎡ 部屋数

名称 名称 名称

床面積 12.3 ㎡ 部屋数 床面積2

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者

ソフト

㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

指定管理者

人

住民等の
自主管理

その他

ハード 0.2 人

合計

人

合計 0.2 人 0.0 人 1.0 人 0.0 人

人 人 人人 人

人 人

0.0 人 0.0 人 0.0

人 1.0 人

人

人

人

10

34

17



2,101

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 456 千円

3,140 千円 2,595 千円

千円 102 千円

国県補助金 0 千円 0 千円 0維
持
管
理
費

2019年度（予算） 2018年度（決算見込）

395 千円

その他
（　　　）

1 千円 4 千円

支出内訳（2018年度分）

消耗品費：77千円
委託料：1,578千円
光熱水費：386千円
修繕料：38千円
（修繕内容：浄化槽　）
検査手数料：22千円

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　　千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　　　　　　　）　　　　　千円

2017年度（決算） 2016年度（決算）

総支出 2,631 千円

444 千円 106 千円

千円

千円

使用料
・手数料

455 千円 391 千円 440

0 千円

4 千円 4 千円

一般財源 2,175 千円 1,706 千円 2,696 千円 2,489 千円

％

午前 － ％ 午後 － ％ 夜間 － ％ 合計 6.3 ％

名称 オートキャンプサイト 平日 － ％ 土日祝 6.3

％

午前 － ％ 午後 － ％ 夜間 － ％ 合計 3.2 ％

名称 デイキャンプサイト 平日 － ％ 土日祝 3.2

％

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％ 土日祝

自己評価・
特記事項等

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

平日 ％

％ 合計
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委託先シート 【宇根山家族旅行村】

委託内容 委託先 事業者選定方法

施設維持管理業務・草刈業務 三原市シルバー人材管理センター 1,109 千円 随意契約

浄化槽保守管理業務 備後衛生有限会社 219 千円 随意契約

給水設備貯水槽管理業務 三陽環境管理株式会社 104 千円 見積合わせ

貯水槽清掃業務 株式会社三原美装社 98 千円 見積合わせ

樹木病害虫防除業務 びんご造園 48 千円 見積合わせ

委託金額
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施設シート 2019年度

番号 4 名称 久井青年の家
■ 単独館

□ 複合館

所在地 三原市久井町吉田370番地26

根拠条例等 三原市青年の家設置及び管理条例
土
地
情
報

所有面積 6258 ㎡ 地目 山林 所管課 生涯学習課

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 亀田鋼介

建設・取得 昭和60年4月建設 設計者 IS値

財産区分 ■行政　□普通

建
物
情
報

延べ床面積 413.34 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 鉄骨造2階建

総面積 6258 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額 千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　■無

補助金有無 □有　　□無 階数 2

借用元 借用金額 千円/年

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的 青少年の健全な育成を図る。

実施事業 青少年の団体宿泊研修施設及び設備の提供。

主な利用者
（複数選択可）

開館時間

管理体制

□直接管理 　■業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：三原市シルバー人材センター　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：当施設の管理及び運営　　　　　　　　　　　　　　）

■官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数：　　　　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 76 日/年 休館日 12月～3月，4月～11月の月～金

施
設
の
概
要

名称 研修室 名称 和室 名称

床面積 ㎡ 部屋数

調理室

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

名称 浴室 名称 名称

㎡ 部屋数

2

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積1

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者

ソフト

㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

指定管理者

人

住民等の
自主管理

その他

ハード 0.0 人

合計

人

合計 0.0 人 0.0 人 1.0 人 0.0 人

人 人 人人 人

人 人

0.0 人 0.0 人 0.0

人 1.0 人

人

人

人

12

公序良俗に反する，建物等を損傷する等

9時～17時
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657

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 0 千円

798 千円 801 千円

千円 71 千円

国県補助金 千円 千円維
持
管
理
費

2019年度（予算） 2018年度（決算見込）

18 千円

その他
（　　　）

千円 千円

支出内訳（2018年度分）

需要費：　　　　　　　93千円
役務費：　　　　　　 188千円
委託料：　　　　　　 370千円
使用料及び手数料：　　 6千円
（修繕内容：　　　　）

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　　千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（　　　　　　　）　　　　　千円

2017年度（決算） 2016年度（決算）

総支出 0 千円

45 千円 71 千円

千円

千円

使用料
・手数料

千円 18 千円

0 千円

千円 0 千円

一般財源 0 千円 609 千円 723 千円 730 千円

％

午前 － ％ 午後 － ％ 夜間 － ％ 合計 10.5 ％

名称 久井青年の家 平日 0.0 ％ 土日祝 10.5

土日祝

％

午前 ％

名称 平日 ％ 土日祝

％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計

合計 ％

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％

自己評価・
特記事項等

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

平日 ％

％
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委託先シート 【久井青年の家】

委託内容 委託先 事業者選定方法

草刈業務 （公社）三原市シルバー人材センター 121 千円 随意契約

給水設備貯水槽管理業務 三陽環境管理(株) 22 千円 見積り合せ

定期清掃 (株)三原美装社 173 千円 見積り合せ

給水設備貯水槽清掃業務 (株)三原美装社 54 千円 見積り合せ

委託金額
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便
数
が
限
ら
れ
ま
す
。

 

 
 

 
※
詳
し
く
は
，
各
運
航
会
社
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

 

   

 
 
宿
泊
研
修
施
設

 

 
 
三
原
市
サ
ギ
・
セ
ミ
ナ
ー
・
セ
ン
タ
ー

 

 

 

  

佐
木
島
で
の
宿
泊
に
…

 

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
…

 

各
種
研
修
に
…

 

    

  
 
 
 〒

７
２
３
－
０
０
２
２

 

三
原
市
鷺
浦
町
向
田
野
浦
５
５
５
番
地
１

 

T
E

L
 
０
８
４
８
－
６
０
－
７
０
２
０

 

F
A

X
 ０

８
４
８
－
６
０
－
７
０
２
１

 

 

 
 

 
 

 
電
話
受
付
時
間

 
９
時
～
１
７
時

 

 
 

 
 
※
休
館
日
（

1
2
月

2
9
日
～

1
月

4
日
）
を
除
く
。
 

 
 

 

★
サ
ギ
・
セ
ミ
ナ
ー
・
セ
ン
タ
ー
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１
．
館
内
案

内
 

当
館

は
青
少
年
教
育
を
目
的
と
し
た
研
修
施
設

で
す
が
，

 

一
般

の
方
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

 

宿
泊

定
員
は

80
人

で
す
。

 

 

・ 小
会
議
室

（1
4
人
） 

小
人

数
の
会

議
，
研

修
用
。

 

机
が

ロ
型
に
配
置

。
 

 

・大
会
議
室

（2
2
人
） 

中
人

数
の
会

議
，
研

修
用
。

 

楕
円

型
の

テ
ー
ブ
ル

。
 

 

・研
修
室

（7
2
人
） 

講
義

形
式
の

研
修
用

。
机
が

 
 

 
 

ス
ク
ー
ル
形

式
に
配

置
。

 

 
 ・大

広
間

 

65
畳
の

和
室
。

 

10
0
人

程
度
の
研

修
や
，
宿

泊
 

も
可
能

。
（宿

泊
定

員
は

4
0
人
） 

 

・ラ
ウ
ン
ジ

 

談
話

，
休
憩

等
に
ご
利

用
い

 

た
だ
け
ま
す
。
 

 

・グ
ラ
ウ
ン
ド

 

約
5,

0
00

㎡
の
広

さ
が
あ
り
，
各

種
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
に

 

ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

 

 

※
セ
ミ
ナ
ー
・
セ
ン
タ
ー
か

ら
5
00

ｍ
の

場
所

に
は
，
地

域
が

管
理

す
る
体
育

館
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
 

  

     

宿
泊
室
の
内
訳
（計

８
０
人
） 

・
個
室

 
４
０
人

 

洋
室
（２

人
） 

２
室

 

和
室
（５

人
） 

４
室

 

和
室
（４

人
） 

４
室

 

・
大
広
間

 
４
０
人

 

 

 
洋
室
 

 
和
室
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